
琉球大学学術リポジトリ

有用なバガス　（１）

言語: 

出版者: 琉球大学農家政学部

公開日: 2011-06-22

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 仲宗根, 平男, Nakasone, Hirao

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/20615URL



沖肌 坤乍産業の 一つである 過般⊥芸D泊劫期となっ

た(本年は台風の被害も少く､近年にない産階高が期待

されているO製糖工場に患いては砂糖が主目的であるが､

uJ薦茎の ｢しぼりかす｣としてえられる/{ガスぜは た有

用なものである.

~r'･場で産出されるバガスは主甘燕の約20,00/もえられ

水分約40%を含有し､その成分は組織惟45-50,% ベン ト

ザン25-28,%､リグニン15-20,%などが含まれてV,る｡

今RfU堺 の製紙工業､製板_T弓Sは木材繊維質を糾用す

る方軒で発達して来てV,るが､近年木材資源の液少にと

もなって､非木材繊維質の利用開発が進められ､殊に甘

照ffT-在地に恵V,てはバガスを原料とする斬T.業が者達に

碓姫しつつある｡沖縄においても従来まで燃料として使

岬してV'たバガスの一部が琉球化学T_某の発足で､新産

芯がq:3'L出ようとしているo

バガスは何に利用されているか､また利用出来るか｡

(1)燃料 と してのバ ガス

小lFJ_､大叩製糖丁場に患いてはほとんど燃料として使間

し､濃紺用､ボイラ-間に供してV,る｡産 Lti当初は｣0

00も水分を含み､熱効率は､石炭､液体燃料にはるかに

使はなV,のが欠点であるO

(2)飼.料と してのバ ガス

IIJJ'-̂糾 ヒ};I:処押あるいは酵素を侶 一口させ､繊維質を消

化しや 3-小形となす｡完全硝 :fとなすため盗白源などを

添加､あるいはアンモ-了をnJA収させ粒状の同型乾燥別

封を作る｡これを水で溶離させ牛.lT三などの家畜飼料に使

別する｡

(3)化学 原料 と しての バガス

ベン トザンの含有量が比榊 1多く､近年発達してきた合

fJq脚 に､合椛繊維野村として注目されてV,る.バガスを

化十ウLiL印することによってフルフラルかえられる フル
フラルを珊 印押 tとして挿 の々製品が出来るが､その刊

)臣 ;-Jr:TlJ:!,-.されれば将来有苧な化学頃料である.

(6)

工場へバガスを搬入する状況

(4)パルプ原料 と してのバガス

パルプ原料としての利用壮古くから行なわれ､世界でも

30T_場以上が操業を続けてV,る｡殊にインドのポンペイ

近 くに建設されてV､る工場は 2,000万 ドルの巨費が投せ

られた超大型工場である｡

この/(ルプは木材パルプと極めて類似してV,て､新聞

紙､上質紙､板紙､段ボール,棚唯板Fnなどその製品も

多相多様である.

隣国の台湾に患V,ては 4工場が操業中で､新聞紙を始

め種 の々製品が作られてV,る｡

(5)建 築用板 と してのバ ガス

近年姓等用材料として多数の新製品が市場に出凹ってい

るO木材資源の豊富な時代でも想像も及ばなかった大山

の板､もく目の美くLv,板など現代木材jd.業の発展は驚

ろく程であろう｡資源の集約的なfrJ札 加J.技術の進歩､

T場の大7eJ_化と､ボー ド工業 (製板工業)は日進月歩の

発堤である｡製品も大きさ､厚さ､硬軟全く何百帝類で

ある｡姓等､家具材などの需零も速急に増加し､世界的

に新しvl工業として発展しつつある バガスflJ岡のボー

ドl二業 せ,その一つであるO



上 ./ヾガス/i)レフ工場の一部

下 .バガスパルプか ら作 られた廷;薬用吸音板

製造法は二つに大別される｡-つは化Jill'･的に処押し､

繊維質のみで製作するノノ法､即ちファイバァボード(繊

維板)製法であるo

他はバガスの形で製板する方法､B‥ち,:ァテ イクボー

ド(削JH好)製法であるOファイバァボードは化学処確

の L満に水を使関するため､繊維に水分を含んだまま服

板する方法､繊唯を乾燥してから城阪する方法､半乾燥

状態で成板する方法など75',ある｡製品にもハード･ボー

ド(硬質仮)､セミノ､- ド･ボードし半倣IEf板)､インシ

ュレーション ･ポ-ド(軟質板)などがあるし長さ､出

庫､碓軟も加J'_々 程の操作によって需賓に適した製品と
してfl1-lil--送りL目してvlるO (つづく)

(仲 宗 根 平 男)
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